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屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

・宮之浦岳北側斜面（標高1395ｍ地点）

屋久島生態系モニタリング

草本層では、ﾊｲﾉｷが最も多く、ｻｸﾗﾂﾂｼﾞも多い。ｽ
ｷﾞ･ﾔﾏﾎﾞｳｼの稚樹･ｱｾﾋﾞ･ﾋﾒﾋｻｶｷ･ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ･ﾐﾔﾏｳｽﾞ
ﾗ･ｼｭｽﾗﾝ･ｵｵｺﾞｶﾖｳｵｳﾚﾝ･ｺﾊﾞﾉｲｼｶｸﾞﾏ･ﾎｿﾊﾞｺｹｼﾉﾌﾞ
が生育する。

プロットの階層別植生は、亜高木層では、ｽｷﾞ･ﾕｽﾞ
ﾘﾊ･ｼｷﾐ･ｱｾﾋﾞ･ﾘｮｳﾌﾞ･ﾔﾏｸﾞﾙﾏ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ｿﾖｺﾞが混
生し,個体数は少ないがﾀﾝﾅｻﾜﾌﾀｷﾞ･ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ･ﾋﾒ
ｼｬﾗ･ﾔﾏﾎﾞｳｼも生育する。

プロットは、太古杉方向から高塚山頂へ向かって尾
根を登り切った山頂直下に設定した。局所地形は、
尾根を中心とした凸型斜面で、平均傾斜が３６°、平
均斜面方位は、尾根を挟んで北側と南側とに分けら
れる。

低木層では個体数が多く密生しており、植被率も
高い。ﾊｲﾉｷ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞが最も多く、ｼｷﾐ･ｱｾﾋﾞ･ﾋﾒﾋｻｶ
ｷも多い。個体数は少ないがｽｷﾞ･ﾘｮｳﾌﾞ･ﾋﾒｼｬﾗ･ｺﾊｳ
ﾁﾜｶｴﾃﾞ･ﾅﾅｶﾏﾄﾞ･ﾂｸｼｲﾇﾂｹﾞも出現する。

平成21年5月5日
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屋
久
島
を
分
布
の
北
限
と
す

る
多
年
草
で

、
海
岸
近
く
の
岩

場
や
草
む
ら
に
自
生
す
る

。
茎

は
太
く
て

、
高
さ
八
〇
㎝
に
も

達
す
る

。
茎
の
先
に
長
さ
一
五

～

二

〇

㎝

程

の

芳

香

の

あ

る

ラ

ッ
パ
型
の
白
い
花
を
数
個
横

向
き
に
つ
け
る

。

花
期
四
～

五
月

四
月
十
日

(

金

)

に
縄
文
杉

展
望
デ

ッ
キ
に
お
け
る

「
登
山

者
の
混
雑
防
止
と
写
真
撮
影
専

用
場
所

」
対
策
と
し
て
標
示
し

て
い
る
黄
色
斜
線
の
塗
り
替
え

作
業
を

、
登
山
者
の
少
な
い
午

後
の
時
間
帯
を
利
用
し
て
行
い

ま
し
た

。
今
年
も
ゴ
ー

ル
デ
ン

ウ
イ
ー

ク
期
間
中
や
夏
休
み
な

ど
大
勢
の
登
山
者
で
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す

。

登
山
者
の
皆
さ
ん

、
相
互
の

譲
り
合
い
精
神
に
よ
り

、
縄
文

杉
と
の
出
会
い
を
堪
能
で
き
る

よ
う

、
混
雑
の
解
消
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

縄
文
杉
展
望
デ

ッ
キ
標
示
区
分
の
塗
り
替
え塗り替えが済んだ展望デッキ

屋

久

島

山

岳

部

車

両

運

行

対

策

協

議

会

の

開

催

四
月
二
十
二
日

、
屋
久
島
町

総
合
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
に
お

い
て

、
今
年
度
第
一
回
の
屋
久

島
山
岳
部
車
両
運
行
対
策
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

本
会
議
は

、
屋
久
島
の
山
岳

部
の
自
然
環
境
を
保
全
し

、
利

用
の
快
適
性
と
安
全
確
保
を
図

る
た
め

、
そ
の
た
め
の
対
策
を

関

係

者

が

協

議

す

る

こ

と

と

し

、
屋
久
島
町
商
工
観
光
課
を

事
務
局
と
し
て

、
林
野
庁
を
含

め
屋
久
島
の
国
や
地
方
公
共
団

体

、
地
元
観
光
協
会
等
を
メ
ン

バ
ー

に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

。

会
議
で
は

、
昨
年
よ
り
取
り

組

ん

で

き

た

ゴ
ー

ル

デ

ン

ウ

イ
ー

ク
や
夏
休
み
期
間
中
に
お

け
る
車
両
乗
り
入
れ
規
制
に
関

す
る
注
意
点
や
改
善
事
項
及
び

今
後
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
に
つ
い
て

協
議
し

、
縄
文
杉
へ
の
負
荷
を

軽
減
さ
せ
る
た
め
の
措
置
方
法

等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら

、
協
議
会
の
運

営
に
つ
い
て
確
認
し

、
会
議
を

終
了
し
ま
し
た

。

弥生杉全体と歩道

展
望
所
か
ら
の
弥
生
杉

テッポウユリ
（ゆり科）

弥
生
杉
周
遊
歩
道
を
整
備

屋久島の植物

の
一
部
を
存
続
さ
せ
た
ま
ま

、

新
た
に

、
弥
生
杉
の
上
側
を
回

り
な
が
ら
上
層
部
の
姿
を
展
望

で
き
る
よ
う
新
設
し

、
ま
た

、

新
設
歩
道
は
ウ

ッ
ド
チ

ッ
プ
舗

装
等
を
採
用
し
て
設
置
す
る
な

ど

、
観
光
客
の
足
腰
や
弥
生
杉

の
根
系
及
び
周
辺
植
生
等
へ
の

負
荷
を
で
き
る
だ
け
防
ぐ
よ
う

工
夫
し
ま
し
た

。

今
年
度
は

、
さ
ら
に
弥
生
杉

の
樹
勢
回
復
を
図
る
措
置
と
し

て

、
崩
壊
地
付
近
の
根
系
を
保

護
・
保
全
等
す
る
た
め
の
措
置

を

講

じ

る

こ

と

と

し

て

い

ま

す

。白
谷
雲
水
峡
の
象
徴
的
な
弥

生
杉
と
し
て

、
訪
れ
る
人
々
に

い
つ
ま
で
も
悠
然
と
し
た
姿
を

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

、
レ
ク

リ

ェ
ー

シ

ョ
ン
の
森
保
護
管
理

協
議
会
と
と
も
に
引
き
続
き
管

理
・
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

。

樹

勢

回

復

を

目

指

し

て

（
撤
去
前

）

弥
生
杉
は
白
谷
雲
水
峡
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
昔
か
ら
地
元
や

観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た

。し
か
し

、
平
成
一
六
年
の
歩

道
付
近
の
土
砂
崩
壊
に
よ
り

、

生
育
環
境
が
変
化
し
て
き
た
た

め

、
樹
木
医
の
指
導
・
助
言
を

踏
ま
え

、
根
系
の
保
護
・
保
全

と
安
全
確
保
の
た
め
の
処
置
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す

。

二
○
年
度
末
に
は

、
ま
ず
弥

生
杉
周
辺
の
周
遊
歩
道
を
弥
生

杉
を
巡
回
す
る
山
手
に
散
策
道

を
新
設
し

、
観
光
客
等
の
安
全

確
保
等
を
図
り
ま
し
た

。
こ
れ

ま
で

、
弥
生
杉
を
正
面
下
方
か

ら
上
層
部
を
眺
め
て
い
た
歩
道



◆

（1） 世界自然遺産保全緊急対策事業
ア
イ
ウ

（2） 森林生態系保護地域バッファゾーン整備事業
ア 植生回復及び教育施設整備

（3） 天然性林管理水準確保緊急対策事業
ア 森林保護員の雇用によるきめ細かな保全管理
イ 入込利用者への指導・啓発

（4） モニタリング
ア 雨量観測
イ

（5） その他
ア 森林生態系保護地域等の森林パトロールを実施
イ 縄文杉Ｗｅｂカメラの管理

◆

※［ ］翌債、〈 〉は明許分

◆

（1） 森林教育等の実施（他機関主催森林教室等への協力）

（2） 自然休養林内等での指導・パトロールの実施

（3） 屋久島レクリェーションの森保護管理協議会等への助言・指導

◆

（1） 関係機関との連絡調整

（2） 学術調査研究等に係る入林手続きの接受及び指導等

（3） 広報誌「洋上アルプス」の発行及び年報の作成

（4） 資料等の整備・拡充

『洋上アルプスNO.1７０号裏面』屋久島森林環境保全センター

２

谷 止 工

護 岸 工

44

区 分

保 安 林
改 良 事 業

堆砂垣工外
山 腹 工

箇所数（面積）

３ 基
［ １ ］
１箇所
ー
１箇所

継続した谷止工の設置

普及教育及び森林空間総合利用等

〈 ５５ 〉

屋 久 島 森 林 環 境 保 全 セ ン タ ー

平 成 ２ １ 年 度 業 務 予 定

森林生態系保護

植生等回復措置（ｼｶﾈｯﾄ設置）

生態系モニタリング調査(屋久島西部植生分布調査)

屋久杉樹勢回復措置（縄文杉・弥生杉他）
植生等回復措置（縄文杉周辺）

２０年度各事業実施状況写真

４４
〈 ４５ 〉

作 業 種

下 刈

除 伐

２

本数調整伐

ボランティア作業参加者の皆さん(白谷雲水峡）

〈 １０ 〉

写真映像による調査（環境省、森林総合研究所)

屋久島高校環境学習

雨量計（宮之浦林道）

植生等回復措置
（木橋型歩道工）

森林保護員によるﾊﾟﾄﾛｰﾙ

保安林改良事業の内訳

樹勢回復措置（傷口撮影）

面 積

その他

治山事業


